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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

広島電鉄バスでバスロケーションシステムを見学する
自動車連絡会幹事

これまでのPTの取り組み成果をもとに、中間答申策定に向け、
活発な議論を展開した第12回会合

安全対策の取り組みの徹底と地域公共交通としてのバスの役
割の重要性を訴える西原代表幹事

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
労
働
者
を
代
表
す
る

産
業
別
労
働
組
合
の
連
絡
機
関

と
し
て
、
今
年
１
月
に
発
生
し

た
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
直
後
に
事

故
再
発
防
止
に
む
け
た
声
明
を

発
表
し
た
。
ま
た
、
交
運
労
協

の
一
員
と
し
て
国
土
交
通
省
と

の
交
渉
な
ど
に
積
極
的
に
参
画

し
、
働
く
者
の
立
場
か
ら
バ
ス

の
安
全
運
行
や
信
頼
回
復
に
む

け
て
意
見
を
述
べ
て
き
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

松
岡
会
長
は
、
バ
ス
産
業
に
お

け
る
労
働
力
不
足
の
課
題
、
近

い
将
来
実
現
す
る
自
動
車
の
自

動
運
転
技
術
の
動
向
な
ど
に
つ

い
て
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
西
原

代
表
幹
事
は
、
こ
の
間
行
わ
れ

た
参
入
の
規
制
緩
和
が
ス
キ
ー

バ
ス
事
故
に
繋
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
事
故
再
発
防
止
に
お
け
る

根
本
的
な
対
策
の
必
要
性
を
訴

え
た
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通

と
し
て
バ
ス
の
役
割
は
重
要
で

あ
り
、
今
後
は
事
業
者
ど

う
し
の
競
争
か
ら
協
力･

統
合
へ
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
と
挨
拶
し
た
。

　

議
事
で
は
、
安
全
確
立

に
む
け
た
取
り
組
み
、北

労
組
自
動
車
支
部
の
組
織

拡
大
・
民
主
化
支
援
へ
の

取
り
組
み
、
バ
ス
産
業
に

お
け
る
構
造
的
な
課
題
解

決
に
む
け
た
取
り
組
み
、

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争

に
む
け
た
バ
ス
労
働
者
の

賃
金
実
態
調
査
の
実
施
に

知って活かそうワークルール39

１　業務災害か否かによって、診療に関する給付内容に違いは存在しない。
２　業務災害か否かによって、所得保障に関する給付内容に違いは存在しない。
３　正社員か非正規社員かによって、業務災害にあたるか否かの判断が異なる。
４　業務災害か否かによって、労基法上の解雇規制に違いが生じる。

　

10
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は
、
広
島
市
内
に
て
、

第
24
回
総
会
を
開
催
し
、
幹
事
ら
19
人
が
出
席
し
た
。

　

軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ス
産
業

を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を
共
有
化
し
、
構
造
的
課
題
や
２
０
１
７

春
闘
に
む
け
た
賃
金
調
査
な
ど
の
取
り
組
み
な
ど
を
確
認
し
合
っ

た
。

　

ま
た
、
総
会
に
併
せ
て
行
っ
た
ツ
ア
ー
バ
ス
実
態
調
査
と
広

島
電
鉄
バ
ス
の
視
察
を
行
っ
た
。
研
修
会
で
は
国
交
省
自
動
車

局
か
ら
行
政
の
取
り
組
み
を
講
演
い
た
だ
い
た
。

地
域
公
共
交
通
と
し
て

　
　
　
　 

競
争
か
ら
協
力･

統
合
へ
の
転
換

鉄
道
特
性
活
発
化
Ｐ
Ｔ

 

環
境
の
変
化
を
し
っ
か
り
認
識

                      

中
間
答
申
案
を
議
論

議
員
秘
書
と
の
意
見
交
換
会

 

政
策
・
組
織
課
題
に
つ
い
て

              

理
解
を
求
め
る

Ｑ　労災保険の給付について、正しいものをひとつ選びなさい。【正答率72％】

つ
い
て
協
議
し
た
。
ま
た
、
総

会
に
併
せ
て
研
修
会
を
開
催
し
、

国
土
交
通
省
自
動
車
局
総
務
課

の
黒
須
企
画
室
長
を
招
聘
し
て

バ
ス
行
政
の
取
り
組
み
と
課
題

に
つ
い
て
学
び
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
広
島
駅
南
口

か
ら
出
発
す
る
新
規
参
入
の
高

速
乗
合
バ
ス
の
実
態
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
私
鉄
中
国
地
方

本
部
広
電
支
部
に
ご
協
力
い
た

だ
き
広
島
電
鉄
バ
ス
が
取
り
組

む
安
全
対
策
と
運
転
者
の
点
呼

状
況
、
広
島
市
内
の
複
数
事
業

者
で
取
り
組
む
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
２
事

業
者
で
行
っ
た
市
内
路
線
再
編

実
験
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は
、

構
成
組
織
の
連
携
を
強
化
し
、

引
き
続
き
、
魅
力
あ
る
バ
ス
産

業
に
む
け
て
、
バ
ス
産
業
の
構

造
的
な
課
題
解
決
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　

今
会
合
で
は
、
そ
の
中
間
答

申
案
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
月
17
日
、

香
川
県
高
松
市
内
に
て
「
鉄
道

特
性
の
発
揮
、
公
共
交
通
の
持

続
的
な
発
展
に
む
け
て
〜
「
チ
ー

ム
公
共
交
通
」
の
輪
を
拡
げ
、

そ
し
て
「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」

の
形
成
を
！
〜
を
テ
ー
マ
に
、

第
12
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
こ
の
間
、
鉄
道
特
性
活
性

化
Ｐ
Ｔ
で
取
り
組
ん
で
き
た
３

回
の
交
通
事
情
視
察
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
地
方
自
治
体
と
の

意
見
交
換
な
ど
を
重
ね
、
さ
ら

に
は
国
交
省
か
ら
の
情
報
提
供

機
会
の
設
定
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
っ
て
策
定
し
た
「
鉄
道
特
性

活
性
化
基
本
戦
略
」
に
も
と
づ

く
Ｐ
Ｔ
の
中
間
答
申
に
つ
い
て

報
告
す
る
。
中
間
答
申
の
骨
子

は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

特
性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
Ｐ
Ｔ
）
第
12
回
会
合
を
開

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
10
月
５
日
、

衆
議
院
第
１
議
員
会
館
で
鉄
道

中
間
答
申
案
策
定
に
お
い
て

は
、
①
私
た
ち
の
「
あ
る
べ

き
姿
」
の
実
現
に
向
け
た
永
続

性
を
有
す
る
戦
略
の
提
示
、
②

「
鉄
道
特
性
」
に
応
じ
た
領
域

の
設
定
と
、
各
領
域
に
お
け
る

戦
略
を
提
示
、
③
Ｊ
Ｒ
の
み
に

固
執
す
る
こ
と
の
な
い
、
今
後

の
交
通
運
輸
全
体
を
見
通
し
た

包
括
的
戦
略
の
提
示
、
④
歴
史

的
な
経
緯
と
現
状
や
、
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
を
し
っ
か
り
と

認
識
し
見
据
え
た
う
え
で
の
戦

略
の
提
示
、
な
ど
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
10
月
５
日
、

衆
議
院
議
員
会
館
に
て
、
「
21

世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
所
属
議
員
の
政
策
秘
書

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
の
組
織
課
題
や
政
策

課
題
の
解
決
に
む
け
て
は
、
国

会
議
員
だ
け
で
は
な
く
、
議
員

秘
書
の
方
々
か
ら
国
会
内
の
動

向
な
ど
様
々
な
情
報
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
運
動
の
展
開
を
行
っ

て
い
る
。

　

組
織
課
題
に
つ
い
て
は
、
吉

田
祥
司
組
織
部
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
労

働
界
の
三
極
構
造
や
Ｊ
Ｒ
総
連

内
へ
の
革
マ
ル
派
浸
透
問
題
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

政
所
大
祐
政
策
・
調
査
部
長

か
ら
は
、
Ｊ

Ｒ
二
島
・
貨

物
の
税
制
改

正
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線

と
整
備
新
幹

線
建
設
推
進

の
た
め
の
財

政
投
融
資
の

課
題
、
災
害

対
策
な
ど
の

政
策
課
題
を

説
明
し
た
。

　

ま
た
、
エ

リ
ア
単
位
で
、

各
秘
書
と
単

組
か
ら
出
席

し
た
政
策
委

員
と
の
意
見

交
換
を
行
っ

た
。

（１）鉄道特性の発揮による競争力強化と社会貢献
　　　①都市間輸送の更なるブラッシュアップ
　　　②大都市、中核都市圏輸送の質的強化
　　　③技術革新による新たなムーブメントの創出、鉄道システムの積
　　　　極的な海外展開
（２）パートナーシップによる鉄道特性の発揮（鉄道の再生）
　　　④駅を中心としたまちづくりの創出と鉄道の利用促進
　　　⑤「チーム公共交通」の形成を通じた交通モード全体としての取
　　　　り組み強化
　　　⑥物流面におけるモード間の連携強化
（３）鉄道特性を発揮することが極めて困難な地域への対応
　　　⑦地方自治体主導の公共交通の確立
（４）日本の交通政策の構造改革
　　　⑧総合交通政策を推進するための環境整備
　　　⑨公共交通に対する公的助成システム及び「総合交通特別会計」
　　　　の創出

〈 鉄道特性活性化ＰＴ 中間答申案の構成〉

Ａ　

業
務
災
害
か
否
か
に
よ
っ
て
、
適
用
さ
れ
る
法
令
が
異

　

な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
保
障
や
給
付
の
内
容
が
大
き
く
変

　

わ
り
ま
す
。

　
　

業
務
災
害
に
関
す
る
解
雇
に
つ
い
て
は
、
※
労
基
法
19

　

条
の
適
用
を
受
け
ま
す
。
ま
た
、
業
務
災
害
で
あ
れ
ば
、

　

労
災
法
に
基
づ
き
、
療
養
補
償
給
付
、
休
業
補
償
給
付
が

　

支
給
さ
れ
ま
す
。
療
養
補
償
給
付
の
場
合
、
一
部
負
担
金

　

を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
休
業
補
償
給
付
は

　

給
付
基
礎
日
額
の
６
割
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
特
別
支
給

　

金
と
し
て
給
付
基
礎
日
額
の
２
割
相
当
額
が
支
給
さ
れ
、

　

結
果
的
に
被
災
す
る
前
の
賃
金
の
８
割
が
保
障
さ
れ
る
こ

　

と
に
な
り
ま
す
。
業
務
災
害
で
は
な
く
、
私
傷
病
の
場
合

　

に
は
、
健
康
保
険
法
や
厚
生
年
金
保
険
法
が
適
用
さ
れ
る

　

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
４
に
な
り
ま
す
。

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集
２
０
１
６
年
版
﹇
中
級
問
題
・
社
会
保
障

・
社
会
保
険
﹈
よ
り
出
題
）

※
第
19
条
（
解
雇
制
限
）

一
、
使
用
者
は
、
労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か

　

か
り
療
養
の
た
め
に
休
業
す
る
期
間
及
び
そ
の
後
30
日
間
並

　

び
に
産
前
産
後
の
女
性
が
…
休
業
す
る
期
間
及
び
そ
の
後
30

　

日
間
は
、
解
雇
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
使
用
者
が
、

　

…
打
切
補
償
を
支
払
う
場
合
又
は
天
災
事
変
そ
の
他
や
む
を

　

得
な
い
事
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
っ
た
場

　

合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
、
前
項
但
書
後
段
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
由
に
つ
い

　

て
行
政
官
庁
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
…
部
は
、
同
法
の
条
番
号
）

取
り
巻
く
課
題
解
決
に
向
け
理
解
と
協
力
を
求
め
る

松
岡
会
長

催
し
た
。

会
合
に
は
、

座
長
の
小

川
淳
也
衆

議
院
議
員

（
香
川
１

区
）、ア
ド

バ
イ
ザ
ー

の
専
修
大

学
太
田
和

博
教
授
、

単
組
の
代

表
者
、
Ｊ

Ｒ
連
合
役

員
ら
16
人

が
出
席
し

自動車連絡会第24回総会

魅力あるバス産業にむけて
               安全確立と連携強化

自動車連絡会第24回総会

魅力あるバス産業にむけて
               安全確立と連携強化
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 530号（２）

日
本
貨
物
鉄
道
産
業
労
働
組
合
（
貨
物
鉄
産
労
）

北
海
道
地
区
本
部
（
北
海
道
札
幌
市
）

組合事務所
めぐり
42

く
、
冬
場
で
も
ビ
ー
ル
が
美
味
し
く
頂

け
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
北
の
大
地
で
頑
張
っ
て

い
る
、
私
た
ち
貨
物
鉄
産
労
北
海
道
地

区
本
部
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

貨
物
鉄
産
労
北
海
道
地
区
本
部
は
、

札
幌
駅
か
ら
千
歳
線
で
、
千
歳
方
向
に

３
駅
目
の
「
平
和
駅
」
に
隣
接
す
る
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
・
札
幌
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
地
区
本
部
は
、
札
幌
を
は
じ

め
と
し
て
、
旭
川
、
釧
路
、
函
館
・
室

蘭
・
苫
小
牧
に
分
会
が
あ
り
ま
す
。

　

事
務
所
の
あ
る
札
幌
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
は
、
貨
物
会
社
の
中
で
も
貨
物
取

扱
い
量
が
大
変
多
く
、
対
本
州
・
九
州

方
面
の
列
車
は
到
着
31
本
・
発
33
本
、

道
内
列
車
は
到
着
８
本
・
発
14
本
を
扱
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
３
月
の
北
海
道
新
幹
線

開
業
に
伴
い
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
新
幹

線
と
貨
物
列
車
が
共
用
す
る
こ
と
と
な

り
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
は
、
交
流
電
気
機

関
車
の
投
入
や
機
関
区
改
修
、
駅
基
地

整
備
な
ど
、
多
額
の
設
備
投
資
を
行
う

と
と
も
に
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
に
お
け
る

異
常
時
取
り
扱
い
訓
練
な
ど
を
入
念
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
を

通
過
す
る
新
幹
線
の
速
度
向
上
に
対
す

る
課
題
、
鉄
道
貨
物
の
「
青
函
付
加
料

金
」
課
題
な
ど
、
北
海
道
新
幹
線
開
業

に
お
け
る
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
貨
物
を
取
り
巻

く
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
貨
物
鉄

産
労
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
と
も
に
課
題
解

決
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

夏
が
終
わ
り
本
州
は
秋
の
気
配
で
す

が
、
北
海
道
は
駆
け
足
で
冬
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
稚
内
な
ど
で
は
初
雪
を
観

測
し
、
こ
れ
か
ら
約
半
年
間
の
雪
と
の

闘
い
が
始
ま
り
ま
す
が
、
家
の
中
は
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
で
、
と
て
も
暖
か

第32回定期総会でスケールメリットを活かした取
り組みが必要と訴える住野議長

JR連合・台湾鉄路工会間の一層の交流事業推進を確認し合った

政策実現を求め発言
する中山政治部長

札幌市のシンボル「時計台」

　

全
日
本
交
通
運
輸
産
業
労
働

組
合
協
議
会
（
交
運
労
協
）
は
、

10
月
６
日
、
都
内
で
第
32
回
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。
交
通
運

輸
政
策
の
実
現
と
労
働
環
境
改

善
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
大
同

団
結
を
図
っ
て
、
魅
力
あ
る
運

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
全

体
で
確
認
し
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
住
野
敏

彦
議
長
（
私
鉄
総
連
）
が
挨
拶

に
立
ち
、
①
自
然
災
害
に
よ
る

と
に
触
れ
、
「
交
運
労
協
の
社

会
的
地
位
の
向
上
と
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
取
り
組

み
が
必
要
」
と
し
て
、
総
会
以

降
の
１
年
間
で
交
運
労
協
の
あ

り
方
を
含
め
た
具
体
的
な
議
論

を
重
ね
て
い
く
と
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
は
連
合
の
南

部
美
智
代
副
事
務
局
長
を
は
じ

め
、
厚
生
労
働
省
や
国
土
交
通

省
の
中
央
省
庁
、
民
進
党
の
議

員
ら
交
運
労
協
政
策
推
進
議
員

懇
な
ど
か
ら
多
く
の
来
賓
が
出

席
、
祝
辞
と
連
帯
の
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

議
事
で
は
執
行
部
の
提
起
に

対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
中
山

耕
介
政
治
部
長
が
、
技
術
開
発

が
進
む
自
動
運
転
へ
の
対
応
、

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
確
立
、

今
後
の
バ
ス
事
業
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
、
交
運
労
協
の
活
動

方
針
を
補
強
す
る
立
場
か
ら
発

言
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
執
行
部
答
弁
を
経

て
、
２
０
１
６
年
度
活
動
方
針

を
決
定
し
、
住
野
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

第
13
次
台
湾
鉄
路
工
会
訪
問
団
の
受
け
入
れ

台
湾
鉄
路
管
理
局
の
労
働
組
合
と

                    

交
流
を
深
め
る

被
害
と
復
旧
・
復

興
、
②
安
全
・
安

心
の
確
立
、
③
第

24
回
参
議
院
議
員

の
取
り
組
み
、
④

交
運
労
協
結
成
30

周
年
等
の
取
り
巻

く
環
境
や
主
要
課

題
に
対
し
て
所
信

を
述
べ
た
。
と
り

わ
け
、
来
年
10
月

に
交
運
労
協
が
30

周
年
を
迎
え
る
こ

　

国
際
運
輸
労
連
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）

は
、
10
月
３
日
〜
９
日
に
か
け

て
世
界
１
５
０
ヵ
国
の
労
働
組

合
に
よ
る
「
国
際
行
動
週
間
」

の
取
り
組
み
を
展
開
し
た
。
Ｉ

Ｔ
Ｆ
に
加
盟
す
る
全
世
界
の
鉄

道
労
働
者
の
一
員
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
連
合
は
、
10
月
７
日
に
全
国

の
主
要
駅
周
辺
で
チ
ラ
シ
配
布

行
動
を
行
い
、
安
全
最
優
先
の

企
業
風
土
確
立
や
地
域
生
活
に

密
着
し
た
鉄
道
へ
の
取
り
組
み

を
示
し
、
地
球
と
人
に
や
さ
し

い
鉄
道
の
利
用
と
地
方
部
路
線

の
維
持
を
利
用
者
や
市
民
に
訴

え
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
、
１
８
９
６
年
に

ロ
ン
ド
ン
で
結
成
、
世
界
１
５

０
ヵ
国
の
７
０
０
組
合
を
結
集

す
る
国
際
的
な
労
働
組
合
組
織

と
し
て
、
陸
・
海
・
空
・
河
川

で
働
く
交
通
運
輸
労
働
者
４
５

０
万
人
以
上
が
加
入
し
て
い
る
。

急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

世
界
の
中
で
、
交
通
運
輸
労
働

者
の
労
働
条
件
と
権
利
を
守
る

た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　

当
日
は
、
東
京
駅
八
重
洲
口

で
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
の
役
員
・
組
合
員
約
40

人
が
合
同
で
、
チ
ラ
シ
配
付
行

動
を
行
い
、
安
全
で
地
域
に
密

着
し
た
鉄
道
の
利
用
を
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
国
際
連
帯
活

動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
台
湾
鉄

路
管
理
局
（
台
湾
国
鉄
）
の
労

働
組
合
で
あ
る
台
湾
鉄
路
工
会

て
以
降
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
は
第
13
次
訪
問
団
と
し

て
５
人
の
役
員
ら
を
、
９
月
26

日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
受
け
入

れ
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
東
京
、
金

沢
、
京
都
、
岡
山
、
大
阪
の
各

地
を
巡
り
交
流
を
図
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
訪
問
団
と
の
意
見
交

換
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
情

勢
を
は
じ
め
労
働
組
合
と
し
て

抱
え
る
労
働
力
不
足
な
ど
の
課

題
や
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て

有
意
義
な
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

と
交
流
協

定
を
締
結

し
、毎
年

相
互
交
流

を
行
っ
て

い
る
。

　

台
湾
鉄

路
工
会
と

の
交
流
は
、

１
９
９
３

年
に
「
日

華
鉄
道
労

働
者
人
物

交
流
に
関

す
る
協
定
」

を
締
結
し

焦
点
２
５
８
号「
過
激
派
集
団
革
マ
ル
派

             

〜
見
え
て
き
た
そ
の
正
体
〜
」

民
主
化
闘
争 

５

特　集 交
運
労
協
第
32
回
定
期
総
会

自
動
運
転
技
術
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系
、

     
バ
ス
事
業
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
る

ＩＴＦ国際行動週間

鉄路でつなぐ地域の絆！
乗って残そう私たちの鉄道！
地球と人にやさしい
　  鉄道の利用を訴える

　

前
号
で
紹
介
し
た
公
安
調
査

庁「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」

に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
へ
の

革
マ
ル
派
浸
透
に
続
い
て
、
警

察
庁
も
１
９
９
９
年
、
「
過
激

派
集
団
革
マ
ル
派
〜
見
え
て
き

た
そ
の
正
体
〜
」
と
題
す
る
広

報
誌
「
焦
点
（
２
５
８
号
）
」

を
発
行
し
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
革
マ
ル

派
の
浸
透
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
は
１
９
９
６
年

以
降
、
革
マ
ル
派
の
非
公
然
ア

ジ
ト
十
数
箇
所
を
摘
発
し
、
Ｊ

Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
に
お

け
る
革
マ
ル
派
組
織
の
存
在
を

確
認
す
る
な
ど
、
同
派
が
Ｊ
Ｒ

に
相
当
浸
透
し
て
い
る
実
態
を

解
明
し
て
き
た
。◆

焦
点
（
２
５
８
号
）
「
過
激

派
集
団
革
マ
ル
派
〜
見
え
て

き
た
そ
の
正
体
〜
」（
抜
粋
）

〈
各
界
各
層
に
お
け
る

　
　
　
　

組
織
拡
大
工
作
〉

　

革
マ
ル
派
は
、
中
核
派
、

革
労
協
狭
間
派
が
テ
ロ
、
ゲ

リ
ラ
等
の
直
接
行
動
を
重
視

す
る
の
に
対
し
、
組
織
建
設
、

理
論
学
習
に
重
点
を
置
き
、

組
織
の
維
持
、
拡
大
に
む
け

た
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
同
派
は
、
党
派
性

を
隠
し
て
基
幹
産
業
の
労
働

組
合
や
マ
ス
コ
ミ
等
に
潜
入

工
作
を
推
し
進
め
て
い
る
と

言
わ
れ
、
各
界
各
層
へ
の
影

響
力
拡
大
を
図
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
直
接
行

動
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
に

装
い
、
党
派
性
を
隠
し
た
活

動
は
、
組
織
拡
大
の
た
め
の

革
命
戦
術
と
言
え
ま
す
。

（
中
略
）

　

平
成
8
年
に
は
、
Ｊ
Ｒ
内

の
革
マ
ル
派
の
動
向
を
取
り

上
げ
た
著
書「
Ｊ
Ｒ
の
妖
怪
」

の
著
者
小
林
峻
一
氏
宅
か
ら

取
材
メ
モ
や
フ
ロ
ッ
ピ
ー
等

が
盗
ま
れ
る
と
い
う
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。そ
の
後
、
同

氏
の
取
材
に
応
じ
た
関
係
者

に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
と
も
思

わ
れ
る
不
可
解
な
事
案
も
発

生
し
ま
し
た
が
、警
察
で
は
、

「
Ｊ
Ｒ
の
妖
怪
」著
者
宅
に

お
け
る
窃
盗
事
件
の
容
疑
で

同
派
非
公
然
ア
ジ
ト
を
捜
索

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
革
マ
ル
派
は
、
7

年
12
月
に
東
日
本
旅
客
鉄
道

労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
）

と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
労
組

幹
部
※（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
元
委

員
長
）宅
に
対
す
る
電
話
盗

聴
事
件
、8
年
8
月
に
国
労

本
部
書
記
長（
当
時
の
企
画

部
長
）宅
に
対
す
る
侵
入
事
件

等
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

　

警
察
で
は
、
労
組
幹
部
宅

電
話
盗
聴
事
件
で
同
派
活
動

家
一
人
を
検
挙
し
た
ほ
か
、

国
労
本
部
書
記
長
宅
侵
入
事

件
で
は
、
10
年
10
月
、
同
派

活
動
家
一
人
を
指
名
手
配
し

ま
し
た
。

◆

　

そ
の
後
、
２
０
０
０
年
11
月

に
山
下
八
洲
夫
参
議
院
議
員

（
旧
民
主
党
）
の
質
問
を
皮
切

り
に
、
国
会
内
で
も
Ｊ
Ｒ
へ
の

革
マ
ル
派
浸
透

問
題
が
繰
り
返

し
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
と
な

り
、
政
府
や
警

察
は
、
そ
の
都

度
、
そ
の
事
実

を
明
確
に
答
弁

し
て
き
た
。


